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市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

次
の
地
区
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
22
日
㈮
午
後
7
時
～
8
時
30
分

▼
場
所
　
佐
間
公
民
館

▼
対
象　
佐
間
地
区
在
住
の
方

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
3
1
8
）

　

2
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
は
、
施
設
の
定
期
点

検
を
実
施
す
る
た
め
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
内

線
3
8
9
）

 

ご
参
加
く
だ
さ
い

　
「
市
政
懇
談
会
」

観
光
情
報
館「
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う

だ
」臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

いつまでも生き生きと学ぼう

　「市民による手作りの学校」を目指している市民大学。5年目となる平成25年度も、さらに講座に磨きをかけ
て皆さんの応募をお待ちしています。

　希望に満ち、活気溢れる、明るいまちづくりには、市
民一人ひとりが「志」を持って自ら学ぶことにより、見識
を高め、能力を磨いて、自主的に行動することが求めら
れています。
　市民大学は多くの市民の方に、生涯学習の場を提供し、
一人ひとりが輝き、豊かな地域社会づくりに貢献するこ
とを目的とします。

・「自ら学ぶこと」は、たのしいことです。
・「共に学ぶ仲間に出会えること」は、うれしいことです。
・「学んだことを日々の暮らしや地域に活かすこと」は、
すばらしいことです。

１　生涯学習と自己啓発による生きがいづくり
２　出会い・交流・仲間づくり
３　地域社会に役立つまちづくり
４　市民と大学や地域との連携づくり

▶修学期間	 5月から2年間(原則木曜日に開催)
▶時　　間	 午後１時～３時	
▶場　　所	 ものつくり大学(予定)
▶応募資格	 原則として市内在住または在勤の方で、16

歳以上の方
▶募集人数	 50人(定員を超えた場合は抽選）
▶学　　費	 年間15,000円(指定する日までに振り込み)

※視察ツアーは別途負担あり
▶応募方法	 市役所、教育委員会、各公民館などに用意

してある所定の申込用紙に必要事項を記入
の上、3月15日㈮までに持参・郵送・ＦＡ
Ｘのいずれかの方法で申し込みください。

	 【持参・郵送】〒361―0052	行田市本丸2―
20	行田市教育委員会ひとつくり支援課

	 【FAX】556―0770
▶入学決定	 4月上旬までに応募者へ結果を通知します。

行田市民大学　平成25年度新入生を募集します

▶問い合わせ　同課生涯学習担当☎556―8319

※講座の順序や内容は都合により変更する場合がありま
す。

※講座のほかにグループ研究があります。

回 内　　　容
1 入学式、オリエンテーション
2 生涯学習が切り開く新たな世界
3 「のぼうの城」を検証・・・成田一族の盛衰
4 2学年グループ研究発表
5 第１回視察ツアー　郷土の歴史ロマンツアー
6 郷土の誇り・・・埼玉古墳群
7 郷土の地形と成り立ち
8 忍城主はなぜ徳川幕府に重用されたのか
9 昭和 30年代はなぜ憧憬の対象となるのか
10 文化財を生かしたまちづくり
11 行田市の原点　日本一の足袋産業
12 自然の大切さ　みんなで学ぼう
13 ものつくり大学　学園祭でフィーバー !?
14 郷土の風習・文化を学ぶ　神楽と獅子舞
15 第２回視察ツアー　行田再発見　自然観察会
16 元気の出るまちづくり
17 明治維新と首都東京の成り立ち
18 身近な法律「人間の死と相続」
19 接客マナーとサービス（調理実演も含めて）
20 街頭紙芝居から昭和を振り返る
21 グループ研究成果発表
22 修了式　卒業生との交流

たのしい、うれしい、すばらしい。

市民
大学

行田

受講生募集 !

基本理念

基本目標

講座予定

募集要項
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▼
対
象　
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
昼
間

常
時
留
守
と
な
る
家
庭
で
、
市
内
小
学
校
に

通
う
新
小
学
4
年
生
以
上
の
児
童

▼
募
集
人
数　
各
学
童
保
育
室
と
も
若
干
名

▼
入
室
期
間　
平
成
25
年
4
月
1
日
㈪
か
ら

▼
注
意　
現
在
入
室
し
て
い
る
小
学
3
年
生
も

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
書
配
布　
2
月
1
日
㈮
か
ら
子
育
て
支

援
課
お
よ
び
各
学
童
保
育
室
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
請
期
間　
2
月
7
日
㈭
～
3
月
7
日
㈭
に

直
接
子
育
て
支
援
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

・
入
室
決
定
は
申
し
込
み
順
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
保

護
者
の
勤
務
状
況
な
ど
に
よ
り
入
室
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。

・
3
年
生
以
下
の
申
請
状
況
に
よ
り
募
集
内

容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
通
学
す
る
小
学
校
以
外
の
学
童
保
育
室
に

入
室
す
る
場
合
は
、
学
童
保
育
室
送
迎
支

援
事
業
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

が
必
要
）。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
保
育
担
当
（
内
線
2	

6

　

3
）

入室を募集する学童保育室

名　　称 場　　所

中 央 学 童 保 育 室 中 央 小 学 校 敷 地 内

東 学 童 保 育 室 東 小 学 校 敷 地 内

さ く ら 学 童 保 育 室 桜ヶ丘小学校敷地内

泉 太 井 学 童 保 育 室 泉 小 学 校 敷 地 内

南 河 原 学 童 保 育 室 南 河 原 支 所 内

下 忍 学 童 保 育 室 下 忍 小 学 校 敷 地 内

荒 木 学 童 保 育 室 荒 木 小 学 校 敷 地 内

新
小
学
４
年
生
以
上
の
学
童
保
育
入
室
児
童
を
募
集
し
ま
す

ぜひお越しください

▶問い合わせ	 同館☎554―5911 「むかしのくらし」を体験する子供たち

学童保育室での様子

「むかしのくらし」解説ボランティア
を募集します
　子供たちの郷土学習を支援するため、「むか
しのくらし」展示解説のボランティアを募集
します。昔の食事や道具、遊びなどについて、
子供たちに教えることができる方は、ぜひご
応募ください。
▶応募資格	 満20歳以上の健康な方
▶活 動 日	 開催期間中、小学校の団体見学

のある日

　小学３年生の郷土学習授業に合わせ、明治～昭和時代
の暮らしの様子を紹介します。

▶開催期間	 2月2日㈯～4月7日㈰※月曜日（2月11日を
除く）および2月12日㈫・22日㈮、3月21日
㈭・22日㈮は休館

▶開館時間	 午前9時～午後4時30分（入館は午後4時ま
で）

▶場　　所	 郷土博物館企画展示室

▶日　　時	 3月9日㈯午前10時～正午、午後1時30分～
3時30分

▶場　　所	 同館講座室
▶内　　容	 羽根突き、すごろく、ベーゴマや昔の農具

などの体験
▶参 加 費	 無料

博 学 連 携 展 示
「むかしのくらし」

むかしのくらし・あそび体験会


